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3. 結合および構造体の粘弾性補遺 (応カー歪図を除く) 表5-ll

4. 素材の動的粘弾性補遺 (応力-歪図を除く) 表6-15

5. 木質材料の動的粘弾性補遺 (応カー歪図を除く) 表7-14

6. 木材の水分応力補遺

7. 木材の生長応力補遺

8. 資 料

文 献

表9-14

表12-12

表24

(症) 表および文献中の記号,用語の定義は本資料 Ⅰ,Ⅳ (木材研究,No･34,43)の前文を参照することO

表3-15 素材の静的粘弾性 補遺

応 力 緩 和 t ク リ プ

歪 ･応 力 依 存 性

水分(溶液吸収)
依 存 性

A-178(6),A-173(2-7,9,10,12) A-172(1-13),A-177(3,4,6,9),
4),K-69(2-5)

DT219(10,12),H-74(5,8-10)

~面一741(～

A-171(4-9),A-172(1-13),A-175(3-8),
D-219(10,12-14)

D-219(ll)
D-219(ll-14)

*木材物理部門 (ResearchSectionorWoodPhysics)
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蓑4---15 木質材料の静的粘弾性 補遺

応 力 緩 和 ク リ ウ

歪 ･応 力 依 存 性

水分(溶液吸TtZIは -;A-Yi r

依 存 t

温 度 依 存 性
平 衡 巨≡

H-74(1-4),H-77(1-6), Ⅰ-163(17), ド
164(18),K-74(2-4),0-12(8),0-ll(7)

H-74(5)

トー163(15-
13_igi A__

77T l｢ 6Tて蒔｢ K-74(5)7

iト 163(]5,16),I164(18),K-74(5)

表 5-11 結合および構造体の粘弾性 補遺

T.L:･,.T ‥･･･く丁招t:t't･;-t･｡t.J.∴ l..'J.I.HI.;U;I.I::;二.L:i..il..-:歪 ･応 力 依 存 性

水分(溶液吸収)F平 衡

依 存 性

温 度 依 存 性

非平衡

平 衡

I

弓H-76(5-14)
l
iD-218(8)

表 6-15 素材の動的粘弾性 補遺

歪 ･応 力 依 存 性 は F)?(2K7才,),(4D～一宇ミラ(Kl至,,2.0,(u 3),～3g･]11.～(7135,75と昔 と2?)51,紘 ,H(;7)?
∃z-8(3,4)
?

上T7 依; iA-174(1-4,6-13),D-220(1),D-214(9-ll),J-8(2-6),一

温 度 依 存 性 辰 窟 ｢ ~一 ~

生物因子依存性

0-15(13),

蓑7-一一14 木質材料の動的粘弾性 補遺

水分(溶液吸収)

依 存 性温 度 依 存 性

平 衡 弓K一一71(2-6)

l

非平衡 !

辛

罪
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蓑9-14 木材の水分応力 補遺

膨 潤

1外部変形歪歪A-064(2-7),D-0134(20),ト163(96,14), ト164(19)
内部残留歪 ]L
･ll上. 1･･
コフッフス FE

戟

A-066(1-4),A-064(2,
煤

3,5,7),A-065(6),D-0134(20),D∵0135(3-7),D-0128(3-6),ト163
D-0132(12-14),D-0129(3)

B1061(2-6),B-062
ED-Oi3_旦_立)I,D血 28(_5_,6),D10131(6)

表12-12 木材の生長応力 補遺

B-063(1,3,5-7),

応 力

歪

A-009(2,3),H-0027(3,6),H-0028(1-5),∫-005(3,5)

H-0026(3-5),J

表24 (a)素材の静的粘弾性 補遺

応力緩和一歪,応力依存性

文 献 ‡ 樹 種 ]. 特 性

副 ヒ ノ キ

A-173
Fig.2,3
A-173

Fig.4,5
A-173

Fig,6
A-173

Fig.7,9
A-173

Fig･12

Douglas-fir
ア カマ ツ

荷重値の理論値と
実験値の比較

応力緩和曲線
(晩材率による差)

緩和弾性率一晩材
翠

緩和弾性率-晩材

率

直線の係数一時間
応力緩和曲線

(誌芽監 写譜 )㌔

早晩材緩和弾性率
比一時間

緩和弾性率比曲綿

(量,晩材による)

応力または歪 】含 水 率

≡点曲げ (L)
(歪レベル30-60%)

三点曲げ (L)
(蛋,比例限の50%)

極 度 座 間 F処 理

ク リープ-歪,応力依存性

特 性

言.カ ン~六丁面緬奉｢すすこう

垂 ▲き:～は3言 ｡.
および回復歪,クリープコンプライ水率一

時の含

応力または歪 】含 水 率

引 張 (T)

(配738.8kg/｡m2)
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樹 種 : 特 ~~~~~音 T ~~元高読 話 ~丁 ~吉元 盲 丁 妄IwfiT~~~~壷千首~~~高丁完 ~一義
マ カ ン/ミ
(0.64-0.65)

収縮率,クリープ月F張(T)
歪一試片中央含水
翠 (推定値)

生材-一一う
(aLj去3.8kg/,｡m右 f5"玩不 20℃ 了 30時間 ⊆無処理

収縮速度,クl)-i
プ速度-時間, 令 ; ''

水率
T｡
r;.r
;

票

棚

謂"ソ山
ノ

､､1

Ⅶヵ

nU

000

･L

LJ-し

.''1

キンンワ
60～4 635-0.3
6EJoo.～～LiJ26｢へJ

キ

仙

〃

ノ

一

ヒ

"

ト･-･1
-
千

7
ウJ
…

piZ

ッ

l

●

iC竺

A-177
Fig･4

Fig･ 6

A177
Fig.gH-74Fig･1-4
K-69
Fig･2-4
K-69

Fig.5

一ヽ･

-1･1
1

′

､
I

Ln

66Ln
クリープ曲線

'' ≡流動 項 -1‡引用

クリープ歪-
応力 レベル

引~来L豆l
(応j].完 完)

収縮率-応
力 レベ ル

力学モデル定数一応カレベル

値
論
較
理
比
の
の
量
値
み
験
わ
実
た
と

引張(T,良)
(応プ己完 完)

// // // ,t/

生材-30- 弓
25→20→ 〃

15%m.C∴

生材､-､
i L

I,ト30時融 ,,

賢哲 5%iL6'5%)与65%R･H∴ 25℃ L 120分 1無処理

(応力レ昔 55%); I,
画古画予てtTT~~-
(応力レ完工6.%) i ''画舌面帝てi｢mT M~~~
(応力 レ完竺6.% ‥ /I

bassWood(0.41)パーティクルボード(0.64,basswood)!復曲線
Kieier

■■ ■ tlll
L
§

l

･' i～120分 弓 ,'

~ _.‥∵ ∴ -∴ ∴//F7-rIhセ自
クリープ比-応力 弓三点曲げ (L)
レべノレ

1

≧

(応力 レベル～80%)
三点曲げ (L)

(応力1V.岩,.

～300時間無処 理,フェノール樹脂接着

一 一一二 二 二 三三 三 三 三二 r rr種i . .
E｣5,Fig.1の一部に同じ

文献弓樹

l

D-219
Fig.10
D-219

Fig.】2 (応鮎蒜.35日.冠水空襲弓クリ-プ比,H-747<alswfjOd,i(L0,,31]ド佃復比_相対1ブ二′_r:Fig･5と(0.64,bassw｡｡d)…湿度 LJ(gfLft,背黒hR2,4三協 .7ai72oFjoo吋 芸器'/レ晶l
Fi轟 ba(S昌:V4010,d 恒 -プ曲線 笹 鼎 禦 12%)i ,/

--: ･ ･･ ~ ∴ ･

ク1)-プ量-相対
Fig.10! '' 極 度

I, 上 100時間弓無処理

l

//; //

･' LIOO時間
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クリープー水分 (溶液吸収)依存性 (非平衡)

文 叫 樹 種i特 性 h JTt力または歪 と含 水 率 座

マ カンパ(0.63-0.65)
収縮率,クリープおよび回復
歪,クリープ速度,含水率一
時間(負荷時の含水率の影響)
クリープコンプライアンスー負荷時の含水率

引 張 (T )

(応力10kg/cm2)
収縮率,クリープコン
プライアンス-試片中
央含水率 (推定値)

73→13
%m.C.
55%R.H.

A-172
Fig.1-
6,10

A-172Fig.7,8A-172

Fig.9
A-172

Fig.ll

マカ ン′/ミ
(0.64-0.65)
ヒ ノ キ

(0.35-0.36)
ラ ミ ン
(0.65-0.66)

マ カ ン′/ミ
(0.64-0.65)
//

収縮率,クリープ
および回復歪,ク
リープコンプライ
アンス,含水率一
時間 (負荷時の含
水率の影響)

引 張 (T) r

僧 8.8kg ′｡m2)摩 蒜 i20℃

l

収縮率,クリープ 】引 張 (T)歪一試片中央含水率(推定値)
収縮速度,クリー
プ速度一時間,令
水率

＼I､＼ノ＼Iイ
Lr)6､LU
6
36

0

00

～

～～

4
｢

hJLL1

6

ウJ6マ カ ン パ (0.64-0.65)

竺ノ キ(0･35-0･36)フ ン(0.65-0.66)
レッドラワン(0.52-0.55)

Fig.3～(0.64-0.68)
A-175
Fig･4,ら
A-175

Fig.6
A-175

Fig. 7

A-175

Fig･8

(既3.8kg/｡m2)
,, ) ,,

クリープ歪一
応カレベル
収 縮率一応

カレベル
引張 (T)

(l･Ll.JJL･･T.こ;,.I,,:,,)
引 張 (T,R)

(応召と表芸完)
クリープコンプライアンス一 月 l張 (T)
負荷時の含水率 (瞬間回復,
クリープ回復,非回復成分別)
収縮率,含水率,クリープおよび回復歪一時間(除荷時の含水率の影響)
クリープコンプライアンスー
除荷時の含水率 (瞬間回復,
クリープ回復,非回復成分別)
クリープおよび回復
曲線 (一定時間負荷
時の含水率の影響)

/I:～30時間

生材-30-→25→20一十
15%m.C.

55%R.H.
73→13.3

%m.C.

55%R.H

75→13.4

%m .C.
55%R.H

引 張 (T)

(盟 g′｡m2

%m.C.

55%R.H.

∴ ∴ 二 - ･･

F7g-･21190 ～

F7g71192L ノ キ ヤ クリープ曲線

D-219
Fig. 13
D-219

Fig.14
カ ノ､

ノllヽ､~~･.~/11ヽ/ヽ1′ノ｢1ノ11ヽ1-Lr､
たわみ,含水率-

I,ト30時副 ,,

■

･' ト 200時間

4.5,5.Fl,
7.2,8.5,
ll,30時間

～200時間

/' i '' 芦 1時間

E-15,Fig.1の一部に同じ

片持曲げ (L)

-∴ ∴ t ･. - ･･豪雪完諸 宗ヶ='言王墓,P波如 上
三点曲げ (Lテ¶

時間
(マイクロ波加熱)(慧芳韻 121丈22,ま3品2ckmg)

飽水-
8%m.C

l

- 145-



木材研究 ･資料 第15号 (1980)

クリープー温度依存性 (平衡)

旦 旦 L聖二 #･｣ 特 性 l 応力または歪 弓含 水 率 座 軍_し讐一一NT_撃1竺 _竺

クリープ-温度依存性 (非平衡)

樹 種 特

D-219j

l弓 iD-2lgFig･12
Fig. 13:

A-37,Fig.6の一一部に同じ

片持曲げ (L)

ヒノキ二二_竺竺 _二 攫品鎧 .__3=j
Fig･14i

飽水-全乾:
分002～率一時間 (マイクロ波加 ', 聖飽水-全乾 ;100℃ 2 'y

1 8% m･C･1
≡点曲げ (L)

(欝 韻 121;2最 も.2cks)
iたわみ,含水率-

バ P(SiFpEiク｡波加熱)
～10分

(b)木質材料の静的粘弾性 補遺

クリープ-蛋,応力依存性

性 応力または歪 ･ I

蒜告昔/(usa.:i;:gsJstL蕊,rほ孟森島7紙 幣 L,1%kP,'r5806%60kHo･,I72oF
≡.点111出 い

～300時間無処理,フェノール樹着
クリーフ

パーテ ィ ㌔クリープ曲
ド 曜 警慧娼

LLII
Fig･1Lクルボー

I

W【__｣_ (0･68)
H-77H-77

Fig.2-4

線
安
値 至芸迷 腔 7,,㍍ 緋 65%R･"'⊆20oC

尿素,メラミン
尿素,フェノー
ル樹脂接着

FEご7ぅt''完 jo･96昌霊 ･-6縄 ユ高高速 ≒ ,, 〝 . ,, 上 24ケ月

: ~ ~- - ∴ 一一 ･･ ･･

毒 1613,藍法 主)十 プ比曲線
テ

ー
I
''f

/
ク

K-74 仁パ ー テ ィ
Fig.2:クルボード

Fig.3

Fig･4

クリープ比曲線クリープ比曲線

匹L克曲げ
95%R.H

フェノー
ル樹脂接着

1

1 ク

尿素樹脂

密 ]2mO?'3-; USE )bg琵 監 ?■賢 20℃ L-30週間 屋露 姦

四点曲げ
応力レベ ル

I_･t.I/,,I(応刀完

(GoR3,siELjIーよ｡) ≧ 曲 げ (////)

遥遠;IIL主副
LEHMANN
のデーターよ

95= 25% R.H.
1,2日20℃ 1,2日

20---------→ 35℃
95- ------ -25% R.H.

｡) 予 紬 げ (♂)
クリープ畳-スパン長

t 仁一,I..･.㍗ ...-:-i;.i,;､｣

パ ー テ ィ ク

曲げ (㌔)

～55日

尿素樹脂
フェノー
ル樹脂,
⊆メラミン
ト樹脂接着

フェノー

ル樹脂接

着

1

～6ケ月 弓〝ll

1
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文 献 】供 試 材

0-ll
Fig.7

HJ77,Fig･2に同じ

85
比
錠‥･.i

L･.･
--ドボード魔 :(鰭

クリープー水分 (溶液吸収)依存性 (平衡)

Fiま45usa.TtojObda,S芝'/if.Zf 健 三鮎 塵 盟 1%卯oo,HR･7B,.L72oF～300時 間T芸芸芸'/レ晶

クリープ-水分 (溶液吸収)依存性 (非平衡)

文 献 r供 試材1特 性

パーティクルボード

(誹 6品 蒜;撃警)

/ヽ ~ ア ィ

クルボード

パーアィ

クルボード

(0.66-0.75)

/､- フ~ィ

クルボード

クリープ比お
よびクリープ
比回復曲線

クリープ比曲線
(試片幅による差)

ク1)-プ比曲線

クリープ比曲線

パーティクルボード
(0.45,0.60,0.75)

応力または歪 F含 水 率 極 度 桓

≡,四点曲げ
(応力レベル20レベル20%)
四点曲げ

(T 2.T3T3./L3%)

四点曲げ

(応力V337品%)

クリープ比曲線

(K&RBABTe君賢 妻KRATZのデーターよ

95%R.H.
95230%R.H.
3日4日
30回繰返し

～ 113週
尿素樹脂,フニ
ノール樹脂,メ
ラミソ樹脂接

- ∴

95ー →25%
1,2日20℃ 1,2日
20 →35℃
95- -25%
2日 繰返し 2日

空曹,り))曲 げ (A!)
室内外 放 置 】～8.3年

フェノー
ル樹脂,
メラミン

尿素,フ
ェノーノレ
樹脂接着

･-∴ -∴ t-_i:_∴ - ∴ :::::.ニ _一 二 _:_-:_

クリープ温度依存性 (非平衡)

文 献 き供 試 材 特 性 ⊇ 応力または歪

パーティクルボード

佑?6品謡:i7t警)
クリープ比およびクリープ比回復曲線

≡,四点曲げ
(応力レベル20%)

/ヽ ~ ア ィ

クルボード

ノ､~ 7-ィ

クルボード

0.66～0.75
針葉樹,広葉樹

晶 詔 [::ll:r十

クリープ比曲線
四点曲げ

(応力V3,7品%)
クリープ比曲線

樹脂含有率による差,
KRATZのデーターより

含水率 温 度 F時 間 i処 理

～113週

95ー Vル→25%R.H.
1,2日20℃ 1,2日20 →35℃
95←-- -- 25%R.H.
2日 繰返し 2日

曲 げ (♂) 室 内外 放置

尿素樹脂,フェ
ノール樹脂,メラミン樹脂接着

尿素,フ
ェノー/レ

樹脂接着

～8.3年
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(C) 結合および構造体の粘弾性 補遺

クリープ一一ー歪,応力依存性

iA轟 笹 芳 一卜接珊 クリープおよびクリ~ ]'魔 (L)..4∠ト..51)闇 禦 禦塩 アング ㌔(応記完 訓

Fig･8i
】

Fig.9,10:

65%R .H .i20℃ も～45日 !釘 結 合

クリープ珪1/-tJjj]丁了｢71{ (Ji:T
レベル (ギャング
ネイルタイプ別) (応力 レ箭 5% ) ''

レベル (ギャングネ ,' /'

イルタイプ別)

-‥ 古一･. 一古l.､~'Ll .H.~､

義,1品姦禦冒警針(応力 2V.昔4.浴)
l

クリープ曲線 ,I

i%m.C.;
ll

%m.C.

/' 1時間 ''

ll

10-20分 [
～35日1

コ一一

1/2･5き20℃十 30日轡今
ェ ノ

頑
7
7
素
着

牙
尿
接

･,ン
.ヒ
樹

二
酢
ル

動的粘弾性-蛋,応力依存性

文 献 i供 試 材

A-168
Fig･3

A-168i
Fig･4,57

Fig.6,7

D-218
Fig･8

メタルプレート

(i
I

Fig.12㌢

順 幅比曲

特 性

接合体上Ⅰ三ふ石目,.thl

0 . 4 4 - 0 . 5 1

レプレ

ノ〟
/

応力または歪 含 水 率 潤 度 座 叫 処 理

/-(jl]:告発 ;i(詔 婆)8.(左頼 %R･H･｡ OoC圭o･05Hzき釘 結 合

禦 配 管召左目 鷹 野 冥詔 婆主よを三十ルタ イ プ別)

振幅帝加速度二応牙~1一 一~ー~一~WI
レベル (ギャングネ ,I

イ

メ
レ
ノ ll別¶プm

回転曲げ

シトカス プ′レ 鵠 )博 労曲線 守 J古刀 いう;L～｡%)
乾湿繰返し数一疲
労寿命

/,

12%m.C.
飽 水

I, :o･1085.lZz+ ,

l
// :0.05Hz //

1
20oC 口02- 107叫 無処理

車†結合.

し処理
ゾルシノル樹脂接1着し旦軽食

I-･ :I::･L1 A.･･･-･ ト tこ

和 (言4,f:fr芸)～監 芸曲線 ㌢四点曲げ 15-71% -.C･･.1 5Tc･･3･5回忘
こ荷重方式 ･接着),釘打ガセット

P=.N塑壁上, ､!ヲ腰哲壬.=L.r?:h､ i12%
-‥_一一 一 .∴ ∴

i川ji症,)/LIj) I
(片振り)
(応力レベル40-80%)
:弟断疲労.(両振り)

守 (掛 _)翠 払 些 讐ioxo,1去Ploi習7/臥
(板幅による差)

E-10_l̂t 〝 S一-N曲線
Fig.1鋸

L

H-76
Fig.5,1
H-76
Fig.6,1

.iJ-.~豪′~倉体(｡-:'･
t:

-
T

'.:t
L

't-lil
)

接合体

Lltl.:I.'ll.

吸収エネルギー,残留すべり
-繰返し数

吸収エネルギー,拷

率墾ギ

i
...
-_=･

レノ

ネエ

glr,"
翁r(0.9
1号
9)
_
石膏

体

白二7-J6TfT 倉
Fig.
7,
14
Douglas一点
石膏ボーr誹 芸軍産

H-76 目安 合 体
Douglas一良一･

合板
Fig.8,
10,12

一荷重 (摩擦の; 〟
による差)
一,吸収-ネ

比,残留すべ り-荷
操の有無による差)

吸収エネルギー,吸収-ネル

Ji厚さ,摩擦?有無による琴) i
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7.5%m.C.

1

// ノク//

日0,100,
1000回/分

;5×101-106回

釘結合

//

室温:～4回 ]無処理

】

■

// // /,



山田 ･ほか :木材力学資料-ⅩⅥ

動的粘弾性一水分 (溶液吸収)依存性 (平衡)

蛇 ~丁~云 下 司 車

(d)素材の動的粘弾性 補遺

歪,応力依存性

樹 種 1 特 性 喜 応力または歪

A-101]<A

Fig.4[(..25-1鋤 翠誌荒肝 高

A-165
Fig.2

シ トカ ス
プ ル ー ス
(0.39-0.48)

Ffg禁 6き ,,

A-165
Fig.7
A-165

Fig.8

A -166

片 持 曲 げ 振動(L)

内部摩擦1-試片の長さに対する厚
さの比 (h/1) (共振周波数による
差
ヤング率,内部摩擦一周
波数 (h/1別,未補正値
と補正値との比較)

堅竺竺A竺のデー空二旦全む〕

内部摩擦…h/1-局
波数 (末補正値)

jyo(/.hT.:)三 唱 警賢 讐 3'Nhil

)71』
シトカスプルー

(0.47

65%R .H.

琴 軒

L I c｣ 一 一 L無竺

粋
L

㌦

// // r Jク

// ] //

ヤング率,内部摩擦一周波
敬 (振動次数による差,莱＼V'⊥Iノ:肌 ＼]/Aiyノも′＼飢Y＼-d､′Q)ノとこ二)/

Fig･1,2巨 ズナ ラ (0.63)闇 正値と補正値との比較)

A-166
Fig･3 ウダイカンパ (0.58)

ブ ナ (0.77)
キ
シ スドレノ

ブ

ス

カ

ィ

ズ

ダ

ニ

ウ
ブ
､､､

6
4

6

1

●
i
g
A
Fi

姉

｢

ス
ス
カ

一

ト
レ/
シ
プ
I_i_Or_旦些

A - 166貞シ ト カ ス

㌦

諭

･･小

シトカスプルース
(0.40-0.

ウダイカンパ (0._/′､

ス ギ
(0.36)

山(
(
/し
(
(
(

(霊謹書讐丘霞)

r

.
Iヽ
･
J,
.,
ー

9
8
7
9J

4
rJ
7
6

ヤング率,
内部摩擦一
周波数
(末補正値)波数(末補正値

反発係数
ネルギー
痩

300/-
7000Hz

3×10 --
1×101Hz

// // // // - //

9.5% m.C.] I/
6×102～
3×103Hz

部摩擦一
厚さによ

補正値)

レLL⊥

//

I, f73;壬003～Hzl ,,

ク

c

m

.
～_:

5
1

9

岩室還 庵 撃圧縮 (L) j10.3%m.｡.
試験片内の歪分布

最大歪,残留歪一
衝撃速度 (試験片
部位による差) i

//

- 149--
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文献L樹 種 喜
A-169iス ギ
Fig.6･ (0.36)

A-169弓
Fig.7!

l

Fig.8:i

A-17町Fig.1弓

l

∴∴

l

A-170喜
Fig･3:

ll

A-170:
Fig.∠‖

//

//

ヒノキ(0.38)
国熱

特 性

嘉テ シフ正二蔽蚕
仁∫除荷過程の試験片部位月

応力または歪 §含 水 率 l温 度 r時 間 】処 理

ilO･3%-･C･亨狛衝撃圧縮(L_)______ .
反発係数,吸収-ち
ネルギーー衝撃振i ,, ,I子の重量
吸収エネルギー-衝撃-
;ネルギー (衝撃振子の重 〃

≒畳および速度による重工_一･

tan∂…周波数

重産材42樹種(0.2-0.9)

//

縦振動(L,R,T)い 0%m･C∴'82-3℃

l

～
縦振動(L,R) と /,;〟

7.i.;.読而粗相r#'F'ツ･∴,カカ

初潮万事軒~市顛あ亭軒~画面

2)至におけるtan∂､フィブリル傾角
に対する結晶化度の比,比重

A-170憎産聖霊撃恒n∂-フィブリ.̂-/I/i/T-lrtニ̂｣｣_∫.lL

縦振動
(L)

無処理

L
｣ーーP___｣_V.__

…"一一仙クm〃一一千･-千-
tan∂-結晶化度,フ ミィブリル傾角に対す…; ク 〃 L/ケ･端㌧品(Lrlti:の比
ta na- 木 理角

A-170
Fig.6

㌔

･ウダイカソバ

A-176も

Fig.21

A17(‖

ll

A-176と

フ

ミズ ナ ラ
レ

キ リ
/､ ル サ 0000000(((((/し(

≦砦艶
.｡～9｡o)

? E3agSii
T動率摩重.(..=1_.～;_小rl･;I+｡'｡'｡1.両587456502

スプルース(0.44-
0
.ウダイカンパ(0.
56
,
0
.ブ ナ(0.76)
ミ ズ ナ ラ(0.57,

レ (0.49,

票 ル 招 :号喜∃

00

/,//
// //

l

L

振 り幣.)脛,～%m.C∴ 23℃ :102021Hz‡無処理

帖-･支動点振二げン酢lヤ,擦
的率摩重動グ部比

ー11′･-.ヽー483-iLr)tn6LiJ

-･､-∫･こ
∴
1-･J＼し0.Ll4-
0
.
示)

ンヤ的

動

ウダイカンノミ(0.
56-0.
60)l率/動的剛
フ

./ヽ

ナ (0･74-0･79)J#_率,内部i曲

ズ ナ 三 ((呂:宝§=呂:56針 グ驚喜鵠 濠
ル !,(((?.･冒描 写針 祭 りト 比

D-215･ライ トレッ

D-215;

Fig･20§

Fig.211

l

1

D-215弓
Fig.33t

動的弾性率一年輪
債角

圧電率比一動的弾
性率比

圧電率比一動的剛

性率比

点げり′(

支持
振動
(L)
主動
L)
振

臥

19㌔5～%m.C. ,,

8.6-
12.7%m.C. ''

120.-ノ 1

1.6.63,Hz 上 ,

.I.'L;..,lt:(.義 .･: 卜片持曲げ振動 (木 i

理角450, 年輪傾 : I, ',
1印しlH)

// // //

ll

AIOi,Fig.4に同じ

--150------



山田 ほか :木材力学資料-ⅩⅥ

文 献 岳樹 種

D-215
Fig.34

D-215
Fig.35

D-215
Fig.71-
7こう

D-215
Fig.75

E-100
Fig.1

E-100
Fig.3
H-73
Fig.8

Fig･ 9

K-73
Fig.4-7

K-70
Fig.1-3

氏-70
Fig.4

K-70
Fig.5

0-14
Fig.1

0-15
Fig･21

VV-5

Fig.7

eastern
cottonwood

特 性

静的弾性率一動的
弾性率

:a:khT:eegLa芸:T?rl.ei 1.m.'｡眉 警
Spruce
m ap le

塗装処理による増
加対数減衰率一周
波数

Rotbuche(0.72)
且iche(0.70)
Kiefer(0.46)

応力または歪 i含 水 率

A-101,Fig.5に同じ

A-101,Fig･6に同じ

B-54,Fig.8-10に同じ

A-loヰ,Fig.3に同じ

三点曲げ (L)
三点曲げ振動(L)

12%m.C.

片持曲 げ 振動(L)

動的剛性率-試片
の幅/寧さ (計算
方法による差)

Fichte(0.54-0.59)
積層材 (Fichte)Fichte

(0.42-0.60)

r

rb.xw..d

損失正接一振動数

振 り振動
(RL,RT)

向による差
無欠点によ

動 的弾性率一密度

損失正接一振動数

軸圧縮荷重一周波
敬

音速×密 度一内部
摩擦

0-14,Fig.1に同じ

片持曲 げ振動
(L,⊥)

// //
無処理,ワニス塗装処理

80～9×103Hz無処理,ニカワ,PvAc,K-Leim接着

FZgI:,3,TT4koF･i3C7h竺o･f4'1害慧堅整 塁賢 塵 塾 L再 乾 ‡ ト 9kHz】無処理

水分 (溶液吸収)依存性 (平衡)

).R度座 間F処~~壷文 献 F樹 種F 特 性

謂
帰
T
S
…

動的弾性率,損失弾性率一温度(ポリ酢酸ビニル-マ
ルジョン含

損失

醇軽率示衰
による差)
大となる時の温度-ポリ

-含有量 (完全ケン化および部分ケン化
リビニルアルコー ル乳化剤による差)

全 乾
ク

マ
ポ

損失弾性率が最大となる時の温度-含浸エマルジョ
ンのアセトン可溶分の分子量 (完全ケン化および部
分ケン化ポリビニルアルコール乳化剤による差)

- 151-

ポリ酢酸ビニル7.0-
75.2%含浸
irり酢酸モ
ニル30-70

%含浸
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Fjg･1():ヒ ノ キ

木材研究 ･資料 第15号 (1980)

性 応力また這~妄~~~丁 盲 一束盲 .音 甘 盲 ~~一石丁㌃ 盲

(L) 8()℃ ∃
110Hz

｢ 京Ti三三-/imf:;㌃三~二五五4T 寺 画
I,+ /レとポリビニルアルコ-ル15.6と1.0,
都･4と1･0,33･9と1･0,59･5と一旦｣些全軽

ポリビニルアルコール乳化剤による差)

二 一 ･ ････ 一- - _ ∴ ~ _ -: :--i:_

率
"
水
.【
令
,

1 I_1/■I】

蒜 173㌔lFa讐野 呂莞矧 琵笠義光 華,Lb慧 l縦振動 ｡L,R,T)

A-179
Fig･5
A-179

Fig.7

D-214
Fig･9

0-15

Fig.13

;廟 巨廃滅少豆∴画 :

華 按 ____二

I, 儲 率減少比~膨 !縦振動 (R,T)

ブ ナ .]損失弾性率一温度 ･縦振動 (T)

beech ヤング率-JifIL?L度

Z-8 Fichte 対数減衰率-周波

恒 135%-･C･岳21品｡喜90Hz l触 理
【

i

// // //

〟 .! 〟 .; '' ∃ 〝

,/ ,/ ,, /,

1以 下 , 2.ら,

t

67'､1,■1'1.-了 ':二129n.110Hz～0℃
%m.C.

片持曲げ振動 ;30,60,80, ;40-
(L,R/r)i90%R･Hパ 100℃

l

Eiid

L(

)勤し振(ザ動掛振点縦_

無処理無処理

温度依存性 (平衡)

文 献 ;樹 種 : 特 性 応力または歪 含 水 率 弓温

A…174 ;動的弾性率,損失弾性率-
Fig.1,2,弓ヒ ノ キ HI.昌lL度 (ポリ酢酸ビニル-て4,6

A一一174

Fig.3

A-174弓

Fig･7;

A-174;
Fig.さい

1～

A-17/i
Fig.10

A-N174Fig.H:

ルジョン含有量に
動的弾性率,損失

弾性率-温度
// //

'' ･損 失 弾性 率一温度 ; '/

ク

ク

A一一174
Fig･12⊆】

l

A 17-I

Fig･131

損失弾性 率が最大となる時の温度一ポリマ
ー含有量(完全ケン化および部分ケン化ポ

20-ノ
･235℃//

ポリ酢酸ビ
ニル 7.0/-
75.2%含浸

∴ ･ . 円:

I,:ナトリウム1%以下,ポリビiニルアルコール49.1%含浸

ii,.3a,Zと芸蓋禁讐妄
3.5,

ホり酢酸し■I/i,30-70

%含浸

20-

120℃

〃 ク ;70-80℃ ‖ 10H z

損失弾性率が最大となる時の温度一含浸エマルジョ

分ケン化ポリビニルアルコ-ル乳化剤による差)

フト効率 (完全ケン化および部分ケン化 . '' ', ', /,
ポリビニルアルコール乳化剤に左を塁上

'ー1■▲I I+/I-1rH'̂､~

損失酢 率-渦度 ,, 〟 .!1220.Tc ,,二ルとポリビニルアルコール15･6と1･0,

雛 翠竺鮎 損失 : 〟 ,, 29.-.oc! ,, 唇孟志三三/吉宗:o/7墓誌 :;

クク

神

…

失
率
度

損
性
温

:I-..IL.二 ･こ~･･･i∴∴-･L1.工 :.,-/HI酢酸王L

･ポリメタクリル酸メチル17.1,71.7, ドデシルベンゼンスルホン

･･ t-_-~t ~t- 1:∵ニー__
-I.')Ll
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.申 , .I. ･∴十 .=t::.i .･;1 :I .:: =.i.,日..･‥∴ l .;･-i

n12･2け'rJDriブ419一2bhDFi
D-214
Fig･10

D-214
Fig･ll

.ト8
Fig.2-6

0-15
Figl13

Z-8
Fig.6

縦振動(T)
損失弾性率一温度

ヒ ノ キ

縦振動 (T)

動的剛性率,対数減衰率一
温度 (複合体製造過程によ
る差,計算値との比較)

アセトン
10%含浸

メタノール

10%含浸

全 乾

ヤング率一温度

対数減衰率一周波

片持曲げ振動

縦 振 動 (L)

30,60,80,
90%R.H.

全 乾 ～ 10kHz

//

無処理,PMA含浸
無処理無処理

(e)木質材料の動的粘弾性 補遺

歪,応力依存性

文 献 】供 試 材

しト15
Fig. 19

]

減衰比一振動数

(歪姦2至芸量,)
減衰比一欠点位置

(至鷲 大きさに)

Fichte(0.54-0.59)
積層材 (Fichte)

㍊ ::I,.･J- ;Ill.I.I.十 十 ､㌧侶
欠点,無欠点による差)【 (L)

ファイバーボード合板 (2,3ply,カニデ,
ファイバーボード),合板 (3ply,Fichte,
-ンノキ,アメリカンマホガニー)

合板

共振周波数の測定値
と理論値との関係
(支持条件による差)

損失正
切一振
動数

板曲げ振動

水分依存性 (平衡)

1日810.T㌫
無処理,ニカ
ワ,PvAc,
K-Leim接着

氏 -71

Fig.2-6
--ドボード
(湿式0.9-1.0)

動的弾性
率一含水率

応力または歪

片持曲げ振哨 濫 二.含水率

時 間
熱処理,オイルテンパリング,フェノール樹脂接着彼熱処理,無処哩(コロホニューム疎水処理)
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(∫)木材の水分応力 補遺

膨潤一応力

文 献 L 供 試 材 1処 理 条 件

tr
合 板
3ply,0･38-0･93,Antiaris

DFl:gO.1237usspp･.,,EGnodnsypse;vTuusms諾･,JCne/l5tias諾諸aBr;nirksp･,shoreasp･
/r

mノ

20℃12%m .C.調湿

測

歪拘束
(窮欝n2)

件 弓

間潰時浸24
中
I
水
℃02

定
_r-).
Jll.

膨潤圧一比重
直交合板と平行合板および測定方向による差

D-0127
Fig.4
合板
(…轟纂品旨晶極rmum)

// //
水中浸漬
20℃,～24時間
60℃,～24時間
10回繰返し

膨潤圧,膨潤圧にる時間-し数
乾燥-外部変形歪

I- ~ ~ ~~丁~｢ ~~ ｢ ~ ~ ~ 丁文 献

A-066
Fig.1-4

A-064
Fig.2

A-0(14
Fig･3

トウヒ LL'LCeahondoeTmS)
ウラジロモ ミ(Abieshemolepis)
カラマツ (Larixkaem_bferi)
ヒメコマツ (Pinu∫parutfora)

生材だ ら i矢 高 測定挽き

∵㍉_ 二∴ 二‥二
･rsgEnLE7,ILF,リ ｡応力レベル2,,..%)

～7 .- 5 日

三点 曲げ固定

州
竺

A-064
Fig.7

25℃
50%R.H.
～5日

人iレ
刀低

l生材二三

25℃
50%R .H.
～4日

)ヽ
定
傍

矢高測定

25 40,50,65 25℃ 岳

io7 151 50%R･H･!～4日 .

定

笹 し

180日間室内に も た
幅反 り度,縦反 り
皮,木口面ね じれ
狂い度,繊維ねじ
の樹幹内分布

･ >-->-→ 1 -- >･ -ナ→
80 90 80 50 8090%水中

R .H . 浸演
へ14′-14′-7 ′-7′- 14-16-16日

⊆→ → → → → → ～～ 【→

≧～14.-14′-14-8 -6′-14 -20日 】

//

回復たわ
み一時間
負荷面
による
慕

L

l

座0 88 80 50 80 88%R･H･≒ /,

一一 一一 一 一

50 25 r

Lo, 却 .･

ash(EucaljPFt.uSiieUgLnLa.?∫L‖生材
radiatapine(Pinus :
radiataD.DoN,L)i

80 25ら 25℃
io2 i?3∈50%JRaH

定

54

// //
回復たわみ一
時間 (負荷面
による差)
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供 試 材 】処 理 条 件

A-065
Fig.6

D-0134
Fig.20

D-0135
Fig.3

D-0135
Fig･4

D-0135
Fig.ち
D-0135
Fig.6

D-0135
Fig.7

D-0128
Fig. 3

D-0128
Fig･4

D-0128
Fig. 5

D-0128
Fig.6

測 定

E-072,Fig.7に同じ

A-043,Fig.2に同じ

ラチス梁

(警警二男,ラ蒜 谷腹材 ‥)

乾 球70℃,乾湿 球差6℃

A-052,Fig.5に同じ

A-052,Fig.4に同じ

A-058,Fig.3に同じ

生 材

ラチス梁 (弦材 :カラマツ,-ゾマ
ツ,腹材 :カラマツ,釘結合)
カラマツ (Larixkaemp/eriSARG.)
ラチス梁

(警警‡召,ラ蒜 谷腹材
ラチス梁
カラマツカラマツ l

一

ツ マ
合
ゾ
結
工
釘

パーティクルボード
66-0.75,針葉樹,広葉樹,♂,⊥,
秦,フェノール,メラミン樹脂接着

測 角
矢高 測定

板幅 測定

天乾,～60日

カップ量,令
水率一時間

ね じれ, 弓反
り,含水率一時
間,梁の型式別

梁の型式-ね
じれ,弓反 り

割れおよびすき
間発生率一時間
(梁の型式別)

梁の型式一割
れおよびすき
間発生率

95三二二二¶ → 30%R.H.
3 20℃ 4日
30回繰返し

伸縮率,重量
一時間

膨潤一外部変形歪

供 試 材

A-064
Fig.2

4
3

6

一O
bh

A
Fi

ash

(EucalLyPius
regnansF.
M UELL,L)

:ll:.了 .,I.. -25 25℃
70 50%R.H.
～7 -5日
三点曲げ固定
(応力レベル27,40%)

25℃
50ノ%R.H.

～7 ′-5日

生材-25
70
-zli i

≡点曲げ固定
(応力レベル27%)

方

矢高測定測定 80 90 80 50 80 90% 水中
R.H.浸漬

～14-14-7 -7-14-16-16日

50 80 90 80 50 80 90%R.H.
～14～14-14-8 -6′-14 -20日

ー155-

回復たわ
み一時間

(塁警雪)

回復たわ
み一時間

偵 荷面)
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文 献 … 供 試 材 処 理 条 件

25 25℃

asll

A一一064:(Eucalyplu∫
Fig.Ll･ regTlanSF.

M uELL.,L)

A-064i
Fig･5弓

L

I

FAi-g?664巨

測

≡方 法

-ゝ

70 50%R.H.
～7 -5日

65

件

定

量

回復たわ
みに及ぼ

捕 . I .,'):士t) ･ 橘 .‥' ‥‥' ."∴ ∴ "､..｡.T･:=:-I-1･望.!l::
50 80 90 90 90%R.H.Vtt:の影響

完 工 二1_→…:4｡諾 H.蔓測定
-7E 80 -4日
;15,55,70･
t -1 /
三点曲げ固定

.__ __._ ____ ..LLtl/JJ_JLべ･こ2]Oo〕

25 40,50,65 25℃

//

～14-14′-2 /-6 ′-6日 負荷面
による
差

～14-15-7-]3-14 -16FT

三両 夜云

≡点曲げ固定
(応力 レベル27%)

回復たわ
み一時間
(B91荷面)
わみ-熱

'7 . '' 漂4票票88～%1号計砦琵警誉zi,tJ()I;荷

l

∫/→ >1

巨 :; :L..LJ

l

.→ → L__ー___一一→

1

A-064了sh(Eu留 鎧 ErLeLLT Ts,;生材をiS21号3L50454RtaH･,,lFig.7l'radiatapine(Pinus
radiataD.DoN,IJ)

:80 25
70 70･
～1-12,
三点曲げ固定
(応力 レベル27%)

-→ -→ → -一一一･.>→ -→

80 88 80 50 80 88%
R.H

～14-15-7-13-14-16
日

D-0134
Fig.20

E-072,Fig.7に同じ

flip-.169 36磁 子o;7:5,//Lを葬 メ讐 讐由施療妄)
パーティクルボード

Ⅰ-163
Fig.14

Ⅰ-164
Fig･19

】(軍

o
･樹
ル

66-0.75,針葉樹,広葉

リ
ラ一メ
尿素, フェノー
ン樹脂接着

パーティクルボード

0.61-0.82,針葉樹,広葉
樹,T,尿素樹脂,フェノ
ール樹脂,メラミン樹脂,
イソシアネート樹脂接着

;95三二二二 二二二
板幅測定 i3 20℃

30回繰返し
4日

20℃,水中浸清 一12℃,凍結 70℃
3 1 3日
1,3,5回繰返し

20℃
30回繰返し

ll)

･-

伸縮率,重畳
一時間

｣
℃

%
H

20
65
m

4日

"- → _ _ _ _ _____肝 ->→

水中浸漬 -12oC,凍結 70℃

1 3日
1,3,5回繰返し

率
し
潤
返
世
媒

;最大膨潤

喜矧 復膨潤量
R.H.≡

1-115ti
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乾燥一内部残留歪

文 献 】 供 試 材 処 理 条 件
測

方 法 t 条 ¶- 件

FTLq71123葎 Sallyl(;&lindyusiJ£es70bSalnaccahTusOiLvR.左.?･.T5,7)
14け ラ (QJuerCu∫mPulaBLUME,0.72)
Fラ ワン (ShoreanegrosensisFoxw.,0.52)

材

カラマツ (Larviaxr.k.≡eaioAilFcrg'iEKGii)戯-ルニレ(Ulmacea?daJidianaD-0129Fig.3 ス ライス法

- -flo.0-14.8
マイクロ波 %m.C.
乾 燥

天乾,～98日非圧締,平面圧縮

JL-I.
lTi

定

伸縮歪,含水
率の試片厚さ
方向分布 (マ
イクロ波出力
による差)
欝

一

ー

片布

歪
試

分

縮

の向

伸

率方

+

乾燥一割れ,コラップス

供 試

B-063
Fig.1,5

描
件条理処材

ラ ミン (GonystJlu∫bancanu∫,0.67,
アサ モン (Shoredalmon,0･49,T)
ダケカンバ (BeiulaeTmani,0･65,T
ミズナラ (quercuscr哩ula,0.71,T-ムロック(TSugaSP.,0.50,T)
べイスギ (

＼JT

)

)

アカマツ(Pinu∫den∫iPcra,0.55,T)
35,T)

レッドメランチ
(Shoreasp.0.35)
ン̀
(GonystJlusbancanus)

---::

ベイツガ

T∫ugaheterophylla,
0.31/I-0.59

FBi-g?6去 声 ,,

B-062I
Fig･4室

:: ･: I

B-062
Fig.6

B-062
Fig.7

D-0128
Fig.5

アルモン
(shoreaalmonFo.還 ,,T)

弦材 :カラマツ,腹材
カラマツ,釘結合

条

定

件

■=ll.∴'

生材 車 束鹿湿球#230,60,80℃
人工乾燥

B1062,Fig･6に同じ

-･-
-

-
一

i
iii

j

2-10℃

量

含
破

由
一度

時

ー自率温

断

率時縮燥

破

水
断
収
乾

→ †木口より板 目面にか

_∵ ∴ ∴ - ∴ :_:∵∴

A1050,Fig.4に同じ

A-059,Fig.8に同じ

57%m･C･ 戸板幅測定

木口割れ, 木表
木裏の表面 割 れ
のヒス トグラム

初期含水率-割れ
の等級 (木口割れ
表面割れ別)

I->
乾球 20,50,60,80℃
乾湿球差 5,7,7,7℃仙

A-059,Fig.5の一部に同じ

A1058,Fig.3に同 じ

チス梁 . i

芽 …芸,崇 ;,･露 言ツ)j '' i ''

天乾,～60日

//

落込み収縮率
一含水率

割れおよびすき
間発生率一時間
(梁の型式別)
梁の型式一割
れおよびすき
間発生率
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(g)木材の生長応力 補遺

応 力

t LL
文 献 E 樹 種 樹 歴

A-009
Fig.2

A-009
Fig･3

FTgr･003T6j

H-0028
Fig11-,1

ユーカリ

(Eucaly仲 ∫CJPellocir,PaT)

､

測

方 法 ! 条 件

径 15cm,長 蔓伸 縮 歪
さ2mの丸太 弓測 定

径 15.5cm,
長さ 180cm ノク
の丸太

深さ3cm に縦挽き後,
さらに深さ 7cm まで推
挽きし,後玉切 り

定

讐 晶管賢巳誓 豊 警莞芸歴喜憲蓋若孟れを4分割,5分割する

理論計算 ミ 立木,挽材

whiteash(Fraxinusa.mericanaL･,L)wateroak(qumusmgraL.,L)
shagbarkhickory(CarlaOUataK.KocH,L)

a:go.02581::titera.sahk((Iiuaex,linuussnaigm,earicLar,aLL)･,L) ;一 , ,, /,

広葉樹16樹種の平均弾性定
数が樹幹内分布する材(良,RT,L)

J-005
Fig.3,5

理 論計 算

縦応力のR方向
分布(Kt)BLER
との比較)
外周におけるL
方向生長応力の
樹高方向分布

外周におけるL方向生長応
拷,生長歪,曲げ弾性係数
∃および比重の樹高方向分布
良,L方向生長応力

断
分
前
刀向
長
方
生
T

お
応
布

はびRT面
i力の板表面

外部変形歪

Fig.1 ,.D O N , L ) u j! =警 ら5讐 偏 計 算 i伐採後 2 週 間以内A-009Gyp::meria･7･ap-ica
A-009

Fig.5 I, ,, ヨイ裾 野 ,,

;弓ぞりの径級

;別 変化

瀞 との)

内部残留歪

文 献 ∈ 樹 種 ≦

ll

A-009≡

D-0015
Fig･3 l

Fig.4㌔

クロマソ
(PinuslhunbergiiPARL.,L)

樹 歴 卜丁
測

∃万 法 i 条 件

長さ180C- 毛細 警警善賢覧誓夏岩琵警莞芸
径15.5cm,

8年生 憎 綿 雲

一一 :_ ニ ー

H-0028
Fig･5

立木の歪測定部位の上下
に鋸目

定

量

亘高元方嘉まび生長歪のR
方向分布

表面伸縮歪の
日変化

I, 〝 ,, 圃慧伸縮歪-
【歪除去量,板の曲率のR

whiteash(FraxinusamericanaL.,L)
wateroak(quercusnigraL･,L)

Fig.3,4圧Fagus∫iluaticaL･,L,T)宝木] )

H-0026

Fig･5

お よび比重の樹高方向分布

におけるL方向生長応
生長歪,曲げ弾性係数

測 長 与炭鉱V'王手定義iL
伸縮 歪 顧 霞ヂll雪空管

// - 測 長 ･ //

1---I:)BL-

L方向表面生長歪-
コアT方向径,両者
の相関係数頻度分布
こ了∵1∴ ･1､-))-
向
分
か

径のR方向

布
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樹 種

広葉樹16樹種の平均弾性定
数が樹幹内分布する材

(T,R,TR)
広葉樹16樹種の平均弾性定
数が樹幹内分布する材

(T,L)

K-007
Fig. 1 - 3

7
4
0一O
bb

K
Fi

Rotbuche

(Fagu∫∫iluati:?L,R,T)

樹

9 0年 生 正 常 材

測

理 論計算

測

秦

丸太を 縦挽き

定

件 l 量

横方向生長応力解
除による歪の板表
面丁方向分布

廿
怖
版

縦
後
き

大
き
挽

丸
挽
横

長

坐
挽

応力解除による歪分
面よりの距離および

幅方向の位置による差)

loo℃,蒸煮
～18時間

生長歪,伸縮
率のR方向分
布

生長歪のR方
向分布

FTg:gol7kFRao.g;ubi:;cl?,UCL%C,a LL･,,Oi副 驚 喜冒 E測 可 鋸 断 庫粁 R方

文 献

粘 弾 性 補遺

日 本

徳田連夫,竹下昌彦,杉山英男, メタルプレートコネクター接合部の引張クリープ性状,木

材誌,25,399(1979).

徳田辿夫,竹下昌彦,杉山英男,繰返し引張荷重を受けたときのメタルプレートコネクター

接合部の性状,木材誌,25,408(1979).

小野晃明,片岡明雄,楽器響板用材の動的ヤング率および内部摩擦の周波数依存性 (第1報)

擁み振動における回転慣性および勢断力の影響,木材誌,25,461(1979).

小野晃明,片岡明雄,楽器響板材の動的ヤング率および内部摩擦の周波数依存性 (第2報)

ヤング率および内部摩擦の周波数依存性ならびに力学的周波数分敬,木材誌,25,535,

(1979).

浜野義昭,松本 品,木材の衝撃吸収機構の研究 (第 1報), 木材誌,25,567(1979).

鈴木正治,木材の内部摩擦と構造の関係について,木材誌,25,623(1979).

久田卓興,木材乾燥におけるクリープとセット(第 1報)含水率の変化範囲が異なる時のク

リープについて,木材誌,25,688(1979).

久田卓興,木材乾燥におけるクリープとセット(第2報)引張りとクリープにおよばす応力

レベルの影響,木材誌,25,697(1979).

本橋健司,富田文一郎,木材-ポリ酢酸ビニルエマルジョン接着剤複合系の動的粘弾性,26,

87(1980).

ONO,T･,Thedynamicrigiditymodulusandinternalfrictionofseveralwoodsin
tortionalvibration,木材誌,26,139(1980).

A-166

A-169

A-170

A-171

A-172

A-174

A-176

MUKUDAI,J.and M.TAGUCHI,Non-linearviscoelasticbehaviorand non-linear
superpositionorwoodinbendingI. Non-linearcreepbehaviorandevaluation

ofstepped-loadcreepdeflectionatnon-linearstresslevel,木材誌,26,146(1980). A-177
MUKUDAT,J.and M.TAGUCHr,Nonllinearviscoelasticbehaviorand non-linear
superpositionorwoodinbendingI･ Evaluationorloadorstressrelaxationby
stepped-deflectionsatno-linearstra]'nlevel,26,159(1980).

浦上弘幸,福山寓治郎,ベイマツおよび アカマツの曲げの応力緩和におよぼす 晩材率の影

響,木材誌,26,227(1980).

久田卓興,木材乾燥におけるクリープとセット(第3報)テンションセットの生成における

応力履歴の影響,木材誌,26,233(1980).

A-178

A-173

A-175

鈴木正治,水分による木材の動的ヤング率の減少量と比重の関係,木材誌,26,299(1980),A-179

平井信之,木材の圧電効果に関する研究,静岡大学農学部演習林報告,No.3,ll(1974). D-215

- 159-
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半田 隆,吉洋秀二 福岡正芳,ポリスチレンによる木材T F10リマー複合体 (WPC)の低

温領域における誘電特性,高分子論文集,35,307(1978).

半田 隆,福岡正芳,吾樺秀二 橋爪告別,鈴木昌明,含水木材の低温領域における誘電特
性,高分子論文集,36,703(1979).

則元 京,てイグロ波による木材の塑性曲げ加二L 木材研究資料,No.14,13(1979).

林 知行,増田 稔,佐 木々光, メタルプレートコネクターを用いた木材継手の回転曲げ疲

労特性,材料,28,623(1979).

小松幸平,堀江秀夫,倉田久敬, ラチス梁に関する研究 (第2報)ラチス梁の曲げ性能につ

いて,北林産試月報,No.333,ll(1979).

飯島泰男,吉田直隆,中川 宏,小径材による LVLの構造的利用 (第2報)LVL トラス

の挙動と耐九 木材と技術,No.40,1(1980).

アメリカ

FUNCK,J･W･,D･R･PRESTEMONandD･W･BENSEND,Modulusofruptureanddynamic

andstaticmodulusofelasticityOFeasterncottonwoodtwo-by-ro-1rS,ForestProd.

J･,29,No.ll,35(1979).

HAYASHI,T･,H･SASAKIandM.MASUDA,Fatiguepropertiesofwoodbuttjoints

withmetalplateconnectors,ForestProd.J.,30,No.2,49(1980).

LYoN,D･E･andA･P･ScHNIEWIND)PredictionofcreeplnPlywoodpartl･Prediction

modelsforCreepinp恒vood､WoodandFiber,10,28(1978).

GNANAHARAN,R･andJ･HAYGREEN,Comparisonofcreepbehaviorofabasswood
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